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計のセッション（SIS, Statistics in Sports）が組まれ，数々のシンポジウム開催や JQAS（Journal
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コンペティションのさらなる活性化が期待される．
コンペティションを含む活動を通じて，スポーツ統計科学としての発展と，スポーツ業界や
スポーツ現場への貢献や交流も進んできた．本特集は，こうしたスポーツ統計科学の現状や今
後を広く知らせるために計画した．
本特集には，野球，バレーボール，サッカーと 3つの競技に関わる計 9編の論文が掲載され
ている．6編が原著論文，3編が研究ノートである．これらの論文の一部はスポーツデータ解
析コンペティションの成果を論文としてまとめたものである．4編は野球に関する論文であり，
永田論文，酒折論文，中村論文はアメリカのメジャーリーグ（MLB）に関する分析，阿部論文
は日本プロ野球に関する分析である．同じ野球ではあるが，永田論文と酒折論文は PITCHf/x
と呼ばれる投球のトラッキングデータに基づくものであるのに対し，中村論文と阿部論文では
プレイ・バイ・プレイのデータを用いている．また，小中論文はバレーボールの試合結果から
のレーティングに関する研究である．そして 4編がサッカーに関する論文である．これらは J
リーグのトラッキングデータやボールに関係するプレイ・バイ・プレイのデータを用いている．
なお，これらのデータのうち，メジャーリーグの PITCHf/xデータとバレーボールの試合結果
のデータはインターネットを通じて自由に入手可能である．また，野球やサッカー，そしてそ
れ以外の競技においても，ある程度集約されたデータであれば多くのものは入手可能である．
スポーツに興味のある統計学研究者のかたがたのさらなる参入も期待したいと思っている．
最後に，この特集「スポーツ統計科学の新たな挑戦」の査読者の方々，並びに編集担当の方々，
本特集でもデータ活用を許諾いただけたデータスタジアム株式会社に，この場をお借りして感
謝を申し上げたい．
